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要旨 
本稿は、2019 年に本学が行った 2 件の留学生インターンシップ事業の意義を検討するもの
である。2件の事業はいずれも群馬県内の企業にて行ったが、その特徴はインターン生と受
入企業側が互いに学び合うことを意図した「双発型インターンシップ」にある。母国と日本、
両国の文化と言語に慣れた留学生は、労働力不足を補うための単なる「労働力予備軍」では
ない。留学生が自身の可能性を発揮することのできる就業条件を考えていくためには、受入
企業が「教え」、留学生が「学ぶ」タイプのインターンではなく、双方が主体的に「教える」
存在となり、また「学ぶ」存在となる双発型での就業体験が求められるのではないか。本稿
は、この型のインターンシップに参加した学生と企業、大学の三者から見た意義を検討し、
今後のさらなる留学生インターンシップに向けた課題と展望を述べる。 
 
 
はじめに 
 昨今、高等教育機関の外国人留学生数は年々増加しており、2018年度では 208,901人（前
年対比 20,517人（10.9％）増）となった 1。しかし、卒業後などに実際に日本で就職した人
数は外国人留学生全体の 4 割弱と低調である 2。「日本再興戦略改訂 2016」（平成 28 年 6 月
2 日）において、外国人留学生の日本国内での就職率を 3割から 5割へ向上させることが閣
議決定された。その一方、外国人留学生の約 60％が日本企業での就職を希望しているにも
関わらず、実際に就職できたのは約 20％から 30％にとどまっている現実もある 3。外国人
留学生の受け入れに伴い、高等教育機関としてキャリア教育・支援をどのように行うのか。
就業の定着を図るには何が必要なのか。また、就職先企業やその地域社会と留学生との接続
をどのように実現するのか。その体制整備と支援業務について課題を感じている大学関係
者や企業は多いのではないか。 
このような問題意識から、本学では 2019 年度の夏季休暇を利用して、2 件の留学生によ
るインターンシップ事業を行った。1つ目のインターンシップはベトナム出身の女子留学生
によるもので、ケービックス株式会社（群馬県前橋市）4 を受入先企業として行った。2 つ
目はスウェーデン出身の男子留学生によるもので、グローリーハイグレイス有限会社（群馬
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県高崎市）5を受入先企業として行った。本稿は、これら 2件のインターンシップ事業の意
義を、留学生、受入企業、そして大学の三つの立場から整理したものである。なお本事業は、
大学就職課に席を置く大谷が、留学生及び受入企業との連絡・調整役を担当した他、インタ
ーンシップ全体の制度設計を行った。留学生に限定したインターンシップ事業という点で
は、共著者である西舘が 2017 年に実施したものを加えると 6、本学では 2 回目（件数とし
ては 3 件目）となる。著者らは、2017 年の成果と課題を念頭にしつつ、今回の事業の意義
について検討した。 
本稿ではまず、留学生インターンシップの目的と、双発型インターンシップの有効性につ
いて述べる。次に、実施内容の詳細について、受け入れ企業の様子や日程、実習内容につい
て述べる。その上で学生の気づきと学びを振りかえり、企業側、大学側から見た本事業の意
義について述べる。 
 
１ 留学生インターンシップの目的と設計 
１．１ ３つの目的 
本インターンシップ事業は第一に、本学に在籍する留学生への就業支援の充実を目的と
して実施した。表 1は、本学の留学生数と就職者数を表したものである。本学の留学生数は
2013 年から増加傾向にあるが、留学生の日本国内での就職状況は年によってばらつきがあ
り、就職率はおおよそ 60％〜70%を前後している。この数字の背景には何があるのだろう
か。留学生を対象とした県内企業でのインターンシップを行うことで、留学生が地域企業に
就職する際の課題や、就業時に直面する問題を明らかにする必要があると考えた。 
 
表 1 本学における外国人留学生（交換留学生除）在籍者数と就職者数 
 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 
在籍者数 18名 21名 22名 20名 26名 25名 
卒業者数 6 3 5 2 8 6 
就職者数 4（0.67） 2（0.67） 3（0.60） 0（0.00） 5（0.63） 4（0.67） 
出典：共愛学園前橋国際大学学生名簿・進路状況表より著者作成 
 
第二の目的は、企業における留学生採用の可能性を探ることである。最初の目的はあくま
でも留学生側の視点に立ったものだが、企業側にも留学生を受け入れるニーズがある。とり
わけ、2019年 5月に新設された「特定活動（本邦大学卒業者）」は日本語能力試験 N1（N1）
7レベルの留学生を対象とするものであり、留学生の就業可能性は高まったと言えるであろ
う。しかし、留学生らを含む外国人を採用する企業の多くは首都圏・大都市圏に集中してい
るのが現状であり 8、受入実数や受入経験の少ない地方の企業においては、留学生を採用し
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た後に、彼女ら／彼らの能力をどのように活用するべきか、日本人との協働をいかに育むか、
職場で活躍できる環境をいかに整備するかといったモデルケースに乏しい。そこで、本事業
が地域企業と留学生との接点となり、採用・協働への糸口になるのではないかと考えた。 
最後に、本事業は外国にルーツを持つ学生らの就業実践・経験データの集積を目的として
いる。外国人留学生が増加しており、なおかつ日本国内での就業を希望するケースが今後も
増えることを前提にすれば、インターンシップに参加した留学生らの経験を誰もが追体験
できるように記録しておくことは、留学生はもとより、外国人の就業支援策を考える上で重
要である。大学はまた、グローバル化する地域のハブ（接合点）のような役割を果たし、企
業の外国人担当者が更なる学びをリカレント教育として大学で学ぶなど、地域から大学へ、
大学から地域への双方的な学修と実践の役割を担っている。それを機能させるためにも、留
学生らの学内外における活動状況を経験データとして集積していくことが必要である。 
 
１．２ 目的を具体化するための設計  
 本事業の目的を、いかに一つのインターンシップという事業の中で具体化していくか。留
学生らの学びと気づきの中身を浮き彫りにしつつ、その内容を制度設計者側である大学と
学生、受入企業が共有・確認していくために、本事業ではインターンシップの設計に多くの
時間を割いた。表 2は企業側、学生側との主な打合せ内容をまとめたものである。会合を重
ねる中で、学生に対する事前課題、業務ごとの日報、実習全体を通じた最終報告のあり方を
検討し、企業側には報告会への参加とコメントの提供を求めることが決まった。 
 
表 2 留学生インターンシップ事業における各打合せの概要 
時期 内容 目的 
2019年 
3月～4月 
第 1回打合せ ・インターンシプのニーズヒアリングと展開の可能性 
確認、窓口担当者確認 
・企業課題の確認（ケービックス社） 
・事業参加の可能性確認（グローリーハイグレイス社） 
・受け入れに伴う詳細確認（時間・場所） 
2019年 
4月 
留学生との打合せ ・留学生の参加意思確認 
・インターンシップで学びたいことのヒアリング 
2019年 
5月 
第 2回打合せ ・実習スケジュールの調整 
・実習の方向性調整 
2019年 
6月～7月 
第 3回打合せ 
留学生同席 
・実習スケジュールの確認・決定 
・双方で事業を通じて得たい目標の確認 
2019年 
7月～8月 
事前課題 ・事前課題への取り組み 
・大学への報告 
2019年 
8月～9月 
実習および報告会 ・3～4日間の実習 
・企業担当者を招いた報告会 
 インターンシップの形を設計する上で、著者らが中心に据えたのは互いに学び合うとい
う姿勢、つまりは「双発型」のインターンシップをいかに実現するか、という問題意識であ
る。双発型とは、従来のインターンシップにおける学びの方向性−−−インターン生は受入企
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業から学ぶ、受入企業はインターン生に伝える（教える）−−−ではなく、どちらの側も自発
的に「学ぶ」主体となり、また同時に「伝える」主体となる双方向の学び合いを意図した仕
組みである。 
この仕組み作りに注力した背景は次の２点である。まず、深刻化する労働不足に対して外
国人労働者のニーズが声高に主張される一方で、母国と日本両国の言葉に堪能で、かつ専門
分野についても学修している「留学生」という存在が、単に「労働力予備軍」としてのみ捉
えられている傾向が挙げられる。留学生の可能性を生かしつつ、地元企業のニーズにあった
就業支援のあり方を模索するには、留学生の強みや特徴に対して、地元企業側がそれらをど
う捉えていくか、どう生かすか、といった企業側の意識変化や学び、気づきを促すしかけが
必要だと考えた。 
 もう一つは、留学生らの県内就業をいかに持続的なものにするかという課題である。本学
に在籍する留学生らが将来、何らかの在留資格を取得して、県内企業で就職できたとしても、
それが長続きするかどうかは定かではない。そのため、単に仕事内容を覚えてもらうインタ
ーンシップではなく、留学生が自身のキャリア開発のための選択肢を広げつつ、卒業後にお
ける中・長期的な人生設計を立てられるようなインターン経験をさせたいと考えた。就業の
定着という観点からはまた、受入れ企業にも留学生らを採用した場合のメリットや課題に
ついて考えてもらう機会が必要ではないかと考えた。 
 
２ 実施内容の詳細：インターン生、受入企業、日程、内容について 
２．１ ケービックス社でのインターンシップ 
2019 年度に行った 1 つ目のインターンシップは、ベトナム出身の女子留学生によるもの
で、受入先企業はケービックス株式会社（群馬県前橋市）である。研修テーマは「技能実習
生の生活・業務支援の向上」とした。 
女子留学生（以後、T さんと記す）は現在前橋市に在住であり、日本語のレベルは N1で
ある。彼女は母国（ベトナム）の大学を卒業したのち来日し、日本語学校へ進学した。そし
て同校を卒業したのち、本学へ入学した。現在は学部 2年生である。Tさんは将来、日本で
の就職を希望していることもあり、今回のインターンシップ事業に応募した。業種や職種は
未定だが、ベトナムと関わる仕事をしたいと考え、ベトナム人としてどのような働き方がで
きるか、その可能性を模索することを目標とした。 
ケービックス社は 1971年に設立された会社で、主に施設運営に関わるアウトソーシング
総合サービスを行っている。また、2016 年 4 月からは、ビルクリーニングが技能実習 2 号
移行対象職種として認定されたことにより、この分野での技能実習生の受け入れを始めた。
ケービックス社が今回のインターンシップ事業を受け入れた背景は、この技能実習生の受
入れに伴う、日本語能力と生活に係る支援業務についての問題意識からである。N1 レベル
の日本語能力を持つ T さんをインターン生として受け入れることで、日本語と生活支援に
関わる課題認識を技能実習生と共にすり合わせながら、技能実習生に対する支援内容の拡
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充に向けた検討を進めたいと考えた。 
 インターンシップは、インターン生による事前課題への取り組み内容を踏まえ、8 月 27
日、8月 29日、9 月 2 日の計 3 回にわたって実施した（表 3参照）。T さんは事前課題とし
て「ベトナム人の国民性や志向性」について調査し、ベトナム人が日本企業への理解を深め、
また受入企業の立場からもベトナム人受入れに関する課題に目を向けられるよう「技能実
習生受入れに伴う企業課題の想定」について考察を行った。 
 8 月 27 日からのインターンでは、まず企業紹介と留学生の事前課題報告を通じて、事業
内容と留学生のバックグラウンドについて双方向の理解を促した。ヒアリングでは、ケービ
ックス社が派遣している技能実習生の現状や課題を把握するために、2か所の派遣先（県庁、
前橋赤十字病院）で実施した。ヒアリングの成果をもとに、ワークショップを通じて課題分
解、課題設定、解決すべき課題の優先順位付け、解決策の検討を行った。協働に焦点を置き、
ワークショップはすべて、企業側担当者とインターン生によって構成されたグループで行
うこととした。ケービック社に対する最終報告会では、ヒアリングにより得られた技能実習
生の抱える問題意識を、具体的かつ明確な課題として設定しながら、解決策や解決に向けた
判断材料の提供などを含むプレゼンテーションを行った。 
 
表 3 ケービックス社でのインターンシップ内容 
日程 内容 
2019年 8月 27日（火） ・企業の取り組み紹介（受け入れ企業の事業内容紹介、今後の事業展開
等の展望、背景、現在の業務における課題等について） 
・留学生（実習生）からの事前課題報告 
・日本企業の職場見学（アーツ前橋） 
・群馬県庁で技能実習生へのヒアリング：写真 1 
・次回に向けた振り返り 
2019年 8月 29日（木） ・前橋赤十字病院で技能実習生へヒアリング：写真 2 
・ワークショップの概要説明 
・ワークショップ（課題分解、課題設定、優先順位付け、解決案検討） 
 ：写真 3.4 
2019年 9月 2日（月） ・最終報告会 
・企業からの総評 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 1：群馬県庁でのヒアリングの様子  
 技能実習生へのヒアリングを通じて生活等に係
る不安や課題等について聞いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2：前橋赤十字病院でのヒアリングの様子  
 技能実習生へのヒアリングを通じて、同国出身
者との接点作りやコミュニティへの参加について
聞いた。 
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写真 3：課題分解／設定・優先順位付け WSの様子  
 2 件のヒアリング結果から得られた情報をもと
に、ペイオフマトリクスの手法等を用いて、課題分
解／設定、優先順位付け等を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4：課題分解／設定・優先順位付け WS成果物 
 ワークショップの結果、「生活ノウハウ」「ベトナ 
ム人の友達がいない」「日本語能力が足りない」が 
優先して解決すべき課題だと判明した。 
 
 
 
２．２ グローリーハイグレイス社でのインターンシップ 
 2つ目のインターンシップは、スウェーデン出身の男子留学生によるもので、受入先企業
はグローリーハイグレイス有限会社（群馬県高崎市）である。研修のテーマは「群馬県のイ
ンバウンド需要向上の取組み体験」とした。 
 男子留学生（以後、A さんと記す）はスウェーデン出身で、現在は伊勢崎市在住である。
日本語能力検定は N2であるが、日常会話に問題はなく、また日本語での講義内容などにつ
いても十分に理解できるレベルである。母国での大学を卒業後、入隊経験や、母国教育機関
での勤務などを経て、かねてより興味があった日本に行くことを決めた。日本では日本語学
校で学び、その後、本学へ入学した。現在は学部 3 年生である。将来は日本での就業を希望
しており、通訳や貿易関連の業務をしたいと考えている。2017 年度には伊勢崎企業におけ
るインターンシップにも参加している 9。本事業へは、主にビジネス能力（企画・開発）の
向上や、多国籍スタッフが多く協働する職場についての理解を深めたいと考え、応募した。 
 グローリーハイグレイス社は 2016年に設立された会社で、小学生対象のアフタースクー
ル事業の他、日本語能力試験対策授業や日本語教室、企業向け出張日本語教室などを行う。
また同社は、近年インバウンド事業にも力を入れており、主に翻訳・通訳（英語・中国語）、
多言語サイト制作及びホームページ制作（英語・中国語）、観光 PR事業なども行っている。
同社が今回のインターンシップ事業を受け入れた背景は、留学生目線でのインバウンドビ
ジネスについての問題意識からである。とりわけAさんの母国が北欧であることに注目し、
北欧を対象としたインバウンド戦略の可能性を模索したいと考えた 10。また同社は、留学生
による県内就業とその定着という課題に対する解決策を模索する、という観点からも本事
業に興味を持った。 
 インターンシップは、インターン生による事前課題への取り組み内容を踏まえ、9月 2日、
9 月 3 日、9 月 6 日、9 月 7 日の計 4 回にわたって実施した。A さんが取り組んだ事前課題
は、母国スウェーデンにおける旅行事情についての調査である。スウェーデン人の趣向など
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について現地での聞き取り調査を行い、北欧諸国に対するインバウンド戦略の策定に向け
た手がかりの抽出を試みた。 
 9 月 2 日からのインターンシップでは、まず受入企業の紹介と A さんの事前課題報告を
通じて、事業内容と A さんのバックグラウンドについて双方向の理解を促した。日本人ス
タッフ、外国人スタッフへのヒアリングではインバウンド事業の全容や、地域が抱える課題
認識について聞いた。伊香保温泉の現地調査ではインバウンド業務への同行と、地方観光地
が抱えるインバウント課題を留学生の観点から調査を行った。また日本人スタッフへのヒ
アリングでは様々な背景を持つ人々が協働する職場ならではのコミュニケーション方法や
異なった文化の理解などについての聞き取りを行った。 
 
表 4 グローリーハイグレイス社でのインターンシップ内容 
日程 内容 
2019年 9月 2日（月） ・企業の取り組み紹介（受け入れ企業の事業内容紹介、今後の事業展開等
の展望、背景、現在の業務における課題等について）：写真 5 
・留学生（実習生）からの事前課題報告：写真 5 
・実習先スタッフとの意見交換、外国人スタッフへのヒアリング：写真 6 
2019年 9月 3日（火） ・伊香保温泉現地調査：写真 7 
2019年 9月 6日（金） ・インバウンドに関する意見交換 
・日本人スタッフへのヒアリング 
2019年 9月 7日（土） ・最終報告会：写真 8 
・企業からの総評 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 5：事前課題の報告と意見交換の様子  
 A さんの事前課題報告と合わせ、インバウンド
事業の説明や、同社で展開する事業の説明を行っ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 6：外国人スタッフへのヒアリングの様子   
 アメリカやベトナム出身の多国籍スタッフに対
して一日のスケジュールや仕事について聞き取り
を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 7：伊香保温泉現地調査の様子  
 外国人観光客に必要な情報や掲示のあり方等を
検討した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 8：最終報告会の様子  
 事前課題を踏まえ、インターンシップからの学
びと今後の展望について報告を行った。 
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３ 留学生による気づきと学び 
T さんと A さんは、今回のインターンシップからどのような気づきや学びを得たのだろ
うか。それぞれが書いた毎日の業務報告（日報）から考えてみたい。 
まず T さんの日報（全文については付録１を参照）からは、彼女が会社側と技能実習生側
の考えが一致していないことに気づき、その具体例として健康に対する考え方をあげてい
ることに注目したい。T さん曰く「健康の問題については、（ベトナム人）技能実習生は大
きな問題として考えていないが、逆に会社側はできる限り大きなトラブルが起こらないよ
うに努力している」という。 
この違いは一見、些細な点に思われるかもしれないが、仕事内容や職場環境に対する認識
の差ではなく、健康に対する捉え方の違いが指摘されている点で興味深い。もちろんこれは、
今回の聞き取り対象者（技能実習生と受入れ企業担当者）がたまたまそうであったのかもし
れないが、心のあり方の違いに気づくことができるのは、日越両方の言語と文化について理
解している T さんだからこそ可能だったのではなかろうか。受入側と実習生側双方の意見
を、用いられている表現や言葉の背景から理解できる高い日本語能力（N1 レベル）もこの
気づきに大きく影響していると思われる。 
一方の A さんは「どのように新興企業がインバウンドビジネスを行うかという見通しを
得ることができた」と日報（全文については付録 2 を参照）に書いている。彼は今回のイン
ターンを行う際、自身のビジネス能力（企画・開発）の向上を目的としていたが、研修を通
してインバウンド事業を一から作り、それを実現させていくスタッフの様子やスケジュー
ル感を得ることができたのは、大きな成果であったと言えよう。 
T さんと A さんの両者が、職場の様子について注意深く観察していることも指摘してお
きたい。T さんは、県庁と前橋赤十字病院に派遣されている技能実習生それぞれにヒアリン
グを行った結果から「言語、文化、考えなどの違いは一緒に仕事するのにとっても難しい問
題であるが、それらの違いを上手く活かせば、仕事場も楽しくなる」と記しており、一方の
A さんは「どのように多文化的職場が機能しているか」が分かったと記している。 
これらの記述は、限られたインターン期間内での観察であることに留意する必要はある
ものの、インターンに臨む学生たちが単に仕事内容ではなく、職場の雰囲気や外国人の扱い
などについて関心を寄せていることを示唆している。この点で、Aさんが受入企業担当者へ
のヒアリングを通して、職場では「民族的背景に関わらず自分の同僚を頼り」にしているこ
と、さらには「出身がどこであろうと、一人ひとりが精一杯貢献していくこと」が大切であ
ることを知ったことは、大きな学びとなったのではなかろうか。それは、日本では「たくさ
んの外国人が日本人の同僚と比べて責任のある仕事を任せてもらえない」というイメージ
を覆す発見であったからだ。 
 
４ 企業から見た本事業の評価 
 企業側から本事業を捉えると、そこにはどのような意義があったのだろうか。事前打合わ
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せや報告会での発言を参考にしつつ、企業側から捉えた本事業の姿を整理してみたい。 
まずケービックス社にとって本事業とは、技能実習生とケービックス社を、Tさんを介し
て ‘つなぐ’ 試みであったように思われる。ケービックス社は以前から外国人労働者を採用
していたが、「外国人技能実習制度」の中に「ビルクリーニング」が追加されたことをきっ
かけとして、2018 年から 5 名のベトナム人実習生（全員女性）を受入れていた。しかし、
技能実習生は日本語レベルも低い状態であり、彼女たちの支援を行うにあたり「今、感じて
いる課題が何かを知りたい」「会社として何を課題として捉え、対応していけば良いかを確
認したい」という思いがあったという。 
そんな中にあって、日越の両言語に精通している T さんは女性でありかつ母国も同じで
あることから、受入企業側のニーズを正確に理解しつつ、技能実習生に寄り添った聞き取り
が出来たと考えられる。この成果についてケービックス社担当は「印象的だった点は、会社
で問題として捉えていることが実習生にとってはその認識が低いということ。認識の差は、
その重要性が異なるということだから、問題が起きた時に備えた説明や理解の場が必要と
感じた」と述べている。また Tさんの聞き取りにより「日本人の私たちでは聞き取れない、
気づかない点」が明らかとなり、ワークショップの場面では「実習生らの抱える課題が具体
化され、そこに対して実習生自身にできること」まで考えることが出来たと指摘している。 
 次に、グローリーハイグレイス社から見た本事業は、第一にインターン生に受入企業の存
在自体を知ってもらうことに大きな意義があったようだ。日本語が堪能な留学生がグロー
リーハイグレイス社と出会うことで、群馬県内でも自分のスキルと経験を生かすことがで
きる職場があることを知る。これにより、群馬で働く選択肢が広がるだけではなく、就業の
定着にもつながるのではないかと、同社の担当は期待する。 
第二に、グローリーハイグレイス社にとっては、A さんという存在が留学生を採用する際
の一つの水準ないしロールモデルになったのではないか、と考えられる。同社の担当による
と、A さんは「自分がどう動けば良いか」、そして「会社にどう貢献できるか」を常に意識
し、自覚していたという。曰く「様々な背景を持つ多国籍な職場においては、『異なる部分』
のみが強調されて、対立などにもつながる」こともあるが、Aさんはコミュニケーションを
とることを忘れず、吸収したことや教えられたことを自然に実践できる人であった。このよ
うな姿勢の持ち方や環境への順応性は、今後同社が留学生を採用する際の一つの選考基準
となるのではなかろうか。 
 
５ 大学側から見た本事業の評価 
本稿の著者らが、本事業を企画し、その成果を研究ノートにまとめたいと考えた経緯につ
いては前述（１「留学生インターンシップの目的と設計」）のとおりだが、本節では特に当
初に掲げた目的などを踏まえ、本事業に対する第一次的な検証をしてみたい。 
第一に、本事業はその設計段階において、インターン生と受入企業側の学び合いを意図し
た双発型インターンとなるよう心がけたが、今回の２件の事業ではその双発性がそれぞれ
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で異なる領域、方向で発揮されたと言える。T さんのケースでは、Tさんが企業担当者と外
国人技能実習生の間に立ち、双方の抱える課題について一緒に取り組むことに主体性が発
揮されたのであり、企業側もその姿勢に触発される形で T さんから多くのことを学んだ。
このとき、企業側と T さんの立場は「教わる」「教える」関係を超えたパートナーのような
関係であったと言えよう。これは「双発型インターンシップ／課題協働型」とでも名付ける
ことができる形であると思う。一方、Aさんのケースは、インバウンド事業に関わる企画・
計画から実践までを体験することから、職場への理解を深める点に重きが置かれたもので
あり、「双発型インターンシップ／事業参画型」と名付けることができるだろう。企業側に
対しても、北欧出身の A さんの発見や気づきは、北欧を対象としたインバウンド戦略を作
る上で、貴重な視点をもたらしたと思われる。 
第二に、留学生らによるインターン実習の経験と知見の蓄積という点で、本事業は本学の
みならず、受入企業にとっても有意義であったと考えられる。群馬県における労働生産年齢
人口は減少の一途をたどっており、この分を補填する人材をどう確保するかが県全体の大
きな課題となっている。一方、群馬県における外国人労働者数は増加しており、2012 年か
ら 2017年までに約 1.6倍に増加し、その数は約 2.9万人に達している 11。しかし県内企業の
多くでは、外国人と働くノウハウが十分に蓄積されているとは言えない。今回のインターン
シップからは、日本人を中心とする職場環境ではなかなか気づくことのできない外国人と
のすれ違いなども明らかになった。こうした事例の積み重ねが、県内企業による外国人受入
れに対する意識変革の一助になるのではないか。 
第三に、本事業は本稿 3 及び 4 で指摘したように学生にとっても企業側にとっても有意
義であったと思われるが、今後の課題も見えてきた。一つは、留学生の日本語能力に関する
ものである。今回実習に参加した留学生は日本語能力が高く、企業側の実習や業務体験にも
全く問題がなかった。しかし本学に在籍するすべての留学生が、同じように高い日本語能力
を有するわけではない。日本で働くことを前提にするならば、本事業と並行して日本語能力
をしっかりと身につける必要があり、そのための支援策が不可欠であると思われる。二つ目
はインターンシップのプログラム設計についてである。双方向の学び合いを事業の中に組
み込むには、単に仕事を経験したり、留学生目線から企業について学んだりするだけでは限
界がある。そこでは、留学生と企業が当事者意識を持って取り組むことのできるテーマ設定
が必要だ。そのために求められることは、留学生と企業に寄り添い、互いに抱える課題を理
解し、関連性を持たせながらインターンシップの内容を設計することである。企業課題等に
取り組む場合には、単なるディスカッションではなく、成果物を意識したプログラム進行と
支援策についても考えなければならないだろう。きめ細やかな事前調整を必要とする双発
型インターンシップの設計は、複数件を同時に展開するとなるとコーディネート側のマン
パワーに問題が生じる可能性があると思われる。 
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６ おわりに 
 本稿は、共愛学園前橋国際大学が 2019年度に行った２件のインターンシップ事業につい
て、その目的や制度設計のあり方から、インターンシップの具体的内容、学生及び企業側か
ら見た意義、さらには制度設計側としての大学から見た評価と課題について整理したもの
である。 
 最後に、留学生インターンシップ事業に限らないが、著者らが考える留学生たちの学びに
ついて中・長期的な展望を描きながら本稿を終えたい。まず、今回のような事業が一回限り
のイベントで終わらないようにする工夫が必要である。留学生が自己実現できるような、大
学における職業選択としてのキャリア教育や、就職後に自身の自己点検を通じてバックグ
ラウンドを生かしながら将来展望を描くことのできるキャリア開発を継続する体制を学内
外において整えたい。外国人は、数字上は身近に増える存在であるけれども、彼女ら・彼ら
を受け入れる地域社会や地域企業との距離は依然として隔たりが大きい。本稿で対象とし
た外国人留学生に対しても学内と学外での認識には大きな差があるのではなかろうか。地
域での学びを、地域社会に根ざした生活と就業に結びつけていくには、どのような教育プロ
グラムが必要なのだろうか。留学生を対象とした様々なインターンシップ例に加え 12、本学
における様々な地域実践や授業からも考えていきたい 13。 
 留学生を対象とする新たな在留資格「特定活動（本邦大学卒業者）」は、本学に在籍する
留学生にとっても大きな可能性を秘めた資格である。これまでは、留学生が卒業後などに就
職する場合、在留資格を「留学」から「技術・人文知識・国際業務」へ変更することが主だ
ったが、新たな資格ではこれまで認められなかったサービス業務・製造業務等に加え、日本
語を用いた円滑な意思疎通を要する業務などへも従事することが可能となった。先述の点
とも関連するが、留学生というグローバルな人材を、地域社会というローカルな場で育成す
ることもまた、本学が進めるグローカル人材育成戦略の一環として取り組むべきものと言
えるだろう。 
 
注 
1 文部科学省（2019）「外国人留学生在籍状況調査」及び「日本人の海外留学者数」等を参
照。 
2 日本学生支援機構（2018）「平成 28年度外国人留学生進路状況・学位授与状況調査結
果」を参照 
3 日本学生支援機構（2018）「同上」 
4 ケービックス株式会社。https://www.kbix.co.jp/index.shtmlビルメンテナンスやホテル旅館
業務処理サービスとして、清掃・設備・警備などを主力に事業展開をしている。 
5 グローリーハイグレイス有限会社。https://spectrum-gunma.com/ 英語教育やインバウン
ド、外国人向け日本語教育などを主力に事業展開をしている。 
6 詳細については西舘崇（2018）「留学生による伊勢崎地域インターンシップ事業の意義」
 共愛学園前橋国際大学論集 No.20 210 
共愛学園前橋国際大学『論集』第 18号、333-346頁。 
7 日本語能力試験は独立行政法人国際交流基金と公益財団法人日本国際教育支援協会が主
催する試験。日本国内外において、日本語を母国語としない人を対象として日本語能力を
測定。N1～N5のレベルに分かれ、最高レベルの N1 は「幅広い場面で使われる日本語を理
解することができる」とされている。 
8法務省入国管理局（2014）「平成 26年における留学生等の日本企業等への就職状況につ
いて」を参照。 
9 この詳細については前出、西舘（2018）を参照。 
10 群馬県における外国人観光客の割合は、1位台湾（37.0％)、2位香港（12.9％)、3位中国
（7.5％）とアジアが上位三カ国を占めており、北欧等からの旅行者は少ないのが現状であ
る。観光庁（2018）訪日外国人消費動向調査集計票 参考 8より推計 
11 群馬労働局（2018）「外国人雇用状況の届出集計結果」（平成 30年度）を参照。 
12 例えば、ふじのくに留学生就職促進プログラム（2019）『静岡大学国際連携推進機構紀
要』第 1 号・147-155 頁、グローカル・ハタラクラスぐんまコンソーシアム（2018）「地
域対応型インターンシップ」、他などが参考になると思われる。 
13 例えば、鈴木鉄忠（2019）「『地域での学び』をふりかえる―『フィールドワークの方法』
の授業における『失敗体験』を事例に―」『共愛学園前橋国際大学論集』第 19 号、131- 153
頁の他、奥田雄一郎（2018）「社会文化心理学:まちなか学生プロジェクト―まちなか若者文
化生成 のための心理学的実践 1」『共愛学園前橋国際大学論集』第 18 号、261-278 頁、呉
宣児（2018）「前橋の地区住民の地域づくり活動と大学授業の交流の試み―環境心理学授 業
を通して」『共愛学園前橋国際大学論集』第 18 号、共愛学園前橋国際大学共愛 COCO（2018）
『2017 年度群馬県委託事業やま・さと応“縁”隊活動 みなかみ町藤原地区フィールドワーク
報告書』 共愛学園前橋国際大学 COC 事業推進本部事務局、などが参考になると思われる。 
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付録１：ケービックス社でのインターンシップにおける Tさんの日報 
 
 内容と気づき 
第 1回 
（8月 27日） 
【ヒアリングを通じて気づいたこと】今までは実習している中で大きな問題が起こ
っていないので問題に関しては軽く考えられてしまう状態になっている。技能実習
生の共通点は家族のため、一生懸命働いている、みんながもっと残業したいという
声が多い。群馬に友達などがまだできていないのでもう一年間日本にいるにも関わ
らず、日本の生活の色々な面ではまだ慣れていないことがある。日本語で自分の考
えや感じることを表現するのはまだ難しいである。 
【ヒアリングを通じて感じたこと】「問題」と思わることは、技能実習生と会社側の
認識が違う。特に、健康の問題については、技能実習生が大きな問題として考えてい
ないが逆に会社側ができる限り大きなトラブルが起こらないように努力している。
こうしたお互いの間に考えが統一していないのは技能実習生の管理やサポートなど
には難しくなってくるのではないかと思う。技能実習生の日本語レベルもかなり問
題となっている。技能実習生なので日本語の学習などはそれほど重要ではないだが、
仕事の内容を取得できるように最低限な日本語を勉強させるのが必要である。 
【次回に向けて、準備すること】今回のヒアリングから得たことを踏まえて、次回に
しっかり質問内容を考えておく。技能実習生の日本語学習への意欲程度を聞いてお
く。技能実習生自身の自立的な行動や考えはどれくらいあるかと測るためにヒアリ
ングの際の質問を考えておく。 
第 2回 
（8月 29日） 
【ヒアリングを通じて気づいたこと】5人の故郷が同じ、または近いので話や性格が
合う。リンさん（26歳）がお姉さんみたいな存在である、日本語も一番できるから、
会社との会話などは代表するが、ちゃんと 3 人の話し合った意見を言う、個人の意
見ではない。群馬や県外には友達がいる。三人とも旅行が好きで、たまに出かけるこ
とがあるので電車などの乗り方はわかっている。三人ともちゃんと日本語を聞いて、
理解できるが、自分の言葉ですぐに返事するのは難しい。残業したい。職場で仕事も
できているし、周りの日本人に可愛がられる。 
【今回のヒアリングを通じて感じたこと】友達ができていることだけで、日本での
生活も楽しくなり、電車の乗り方、遊ぶところなどもよくわかっていて、群馬県庁に
いる二人より日本での生活が面白く、楽しく感じている=>友達が大切。頼りになる
人がいると、日本語での会話も日本語学習決心も弱っていく=>みんなが自分で日本
語を勉強するべきだと思えるための対策が必要だ。 
【次回に向けて準備すること】プレゼンテーションを作成する。前回と今回の内容
を踏まえて、課題解決の提案をちゃんと説明できるようによく考えること。 
第 3回 
（9月 2日） 
【インターンシップを通じて感じたこと】考え出した課題点や解決策の中で、会社
側が以前からわかっていることもある。解決策はいくつか案がるが、その中に実現
できない、あるいは難しい提案もあった。今回のインターンシップで分かってきた
課題点には一番問題とされることは、会社側と技能実習生側の間の考えが統一して
いないこと。ベトナム人の通訳を雇用することで、ベトナム人との交流、管理やサポ
ートなどにはとっても有利である。これから日本に来る技能実習生を上手に管理で
きるにはまず、最初からしっかり管理できること。そして、現在は雇用している 5人
もしっかりすべきである。そうすると、あとから来る人たちも従って、管理しやすく
なる。今回のインターンシップが短期間だったが、とっても大切な経験だった。技能
実習生の課題は現在会社にも、社会にも注目されているので会社側もとっても積極
的に取り組んでいる。言語、文化、考えなどの違いは一緒に仕事するのにとっても難
しい問題であるが、それらの違いを上手く活かせば、仕事場も楽しくなると考えて
いる。 
注 1：文章は全て Tさんが作成したままの原文を載せている。 
注 2：下線部は本文において言及ないし引用している部分。 
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 内容と気づき 
第 1回 
（ 9 月 2 日
（月）） 
始まりは、コーディネーターの千明さんにスウェーデンで得た調査結果を発表する
ミーティングでした。その後間もなく、インバウンド事業や Spectrumの放課後プロ
グラムを教える仕事をしている Elenaさんと話す機会があり、日本企業で働いている
経験について尋ねました。Elena さんのスケジュールは日々とても異なり、日本の小
学生に英語を教えることに加えて、ブログ作成、コンサルティング業務、翻訳などを
行っています。私は Elenaさんの群馬県に対する見解に、特に興味を持ちました。そ
の見解とは、群馬県は日本の他の有名な地域と比べてそこまで商業化されている所
ではないが、日本本来の日々の生活を体験できる所だということでした。 
第 2回 
（ 9 月 3 日
（火）） 
四万温泉に行く予定でしたが、時間の都合上より近場にある伊香保温泉に行くこと
になりました。伊香保温泉に車で向かう間、Elenaさんにこのようなインバウンド業
務を普段どのように行っているのか詳細を聞くことができました。基本的に、先ず
はインターネットで調べ、現地調査や写真撮影が終わると報告書を書き、同時に現
地で体験したことをブログに載せる記事を準備するそうです。私たちは滞在中にた
くさんの写真を撮り、どのような情報が外国人観光客のために英語で提供されてい
るかを確認しましたが、これから改善しなければならないことがたくさんあること
が分かりました。その後、帰宅前に有名なうどん店に行き、お昼を食べてインバウン
ド業務のための写真を撮りました。 
第 3回 
（ 9 月 6 日
（金）） 
私は千明さんに、多文化企業で働くことや外国人と一緒に働くことに関して、日本
（人）の考え方についてインタビューしました。千明さんは日本人だけの会社で働
いた経験があったので、彼の見解はとても興味深いものでした。私は、千明さんが外
国人の同僚に何を求めるか、そして外国人である私自身が就職活動を始める際に心
に留めておくべきことについて質問をしました。千明さんは異なる文化から来た人
達と一緒に仕事をすることを楽しんでおり、時折誤解が生じることもありますが、
民族的背景に関わらず自分の同僚を頼りにすることが出来ると感じていました。私
は以前、たくさんの外国人が日本人の同僚と比べてあまり責任のある仕事を任せて
もらえないと感じているということを、インターネットで見たことがありましたが、
千明さんの経験では出身がどこであろうと、一人ひとりが精一杯貢献していくこと
が求められているということでした。そして、日本社会では結婚式や葬式などの業
務以外のことに関しても、職場関係のことに参加することが求められるということ
を学びました。スウェーデンではこのようなセレモニーは近しい親族や友人のため
のみ行われるものなので、このような日本の文化は魅力的に感じました。このこと
は、「日本の職場とは第二の家族のようなものだ」という、私が以前参加したインタ
ーンシップで感じたことにも当てはまることでした。 
第 4回 
（ 9 月 7 日
（土）） 
最終報告会で報告。このインターンシップは新しい事業を始めることについて学ぶ
という目標のもとで行われ、どのように新興企業がビジネスを行うかという見通し
を得ることができた一方、他にも大切なことを学びました。私がこのインターンシ
ップから得た一番大きな経験は、どのように多文化的職場が機能しているのかとい
う内部の様子が分かったことです。インターンシップ全体を通して、高崎を拠点と
した企業 Spectrum で、時間が異なる全 4 日間の実習を行い、4 日間のいずれも少し
ずつ異なる視点がありました。ビジネスのアイディアや既に述べてきた考えを実行
するための計画を考え出すつもりでした。私が将来追求していきたい具体的なもの
が、完全には見つかりませんでしたが、観光業に対する心構えについてより理解が
深まりました。私は長い間、日本とスウェーデンの絆を強めること、そして両国の人
達と関わるような仕事をしたいと考えてきました。今この目標に一歩近づくことが
できたと感じ、また日本からスウェーデンへの直行便が来年から始まるというニュ
ースを聞き、これからスウェーデンと日本をより簡単に繋ぐことができるようにな
ると考えています。（※下線部は本文引用部分） 
注 1：文章は全て Aさんが作成したままの原文を載せている。 
注 2：下線部は本文において言及ないし引用している部分。 
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Abstract 
The Significance of an Internship Program for Foreign Exchange 
Students at Local Companies in Gunma Prefecture, Japan 
Sho Otani Takashi Nishitate 
This research paper examines the significance of an internship program for foreign 
exchange students at local companies in Gunma Prefecture, Japan. In 2019, we facilitated 
two internship opportunities for international students at Kyoai Gakuen University. The 
program was unique in its design of the learning process. A typical internship is designed 
for a student to learn from a company; this is a unilateral knowledge-giving path from 
company to student. On the other hand, we carefully designed ours as a mutual learning 
process for both student and company; each of them can become not only a teacher but 
also a learner. We call this type of internship "bilaterally orientated learning (BOL) 
internship." The authors think that international exchange students are not just labor 
reserves for a future labor shortage in Gunma; rather, they are alternative talented partners 
for revitalizing the local communities in Gunma. Therefore the BOL internship is 
essential as a learning opportunity especially for local companies to know international 
students. The paper evaluates the BOL internship from three perspectives: international 
student, internship company and university as the organizer of the program. 
